





















Classroom: Reach Every Student in Every 
Class Every Day）（オデッセイ  コミュニケ



































































































































































































































































































メにする（High-Tech Heretic: Why Computers Don’t 


















































































































































































































30 生徒への on off の接し方 
31 どうすれば自分の思いを伝えられるか 
32 公平な対応の仕方 
 これを次の授業で14個の問いに分類して紙に書き出
し、６グループにそれぞれ２つ選択させて、それに対
する回答をグループ考えさせ、紙に書いた回答を質問
と一緒にしてホワイトボードに貼り付ける。そして、
それらを眺めながら、最後に回答の吟味をしていくと
いうやり方をした。 
 14個の問いとグループがまとめた回答は次の通りで
ある。 
 
1&5 教育とは何か･･･模範となるものを伝達し学び
習わせ成長させること。 
2&3 どこまで教えれば（ヒントを与えれば）よいの
か･･･基礎まで。応用は自分で。 
4 一人一人に目を配るには・・・生徒一人一人のノー
ト作り、個人面談。 
6&7&9&10&13&27&28 子どもが興味を持ってくれ
ないときどうするか・・・気分転換させる、たとえば、
面白い授業をする、ビデオ･写真を見せるなど。 
8&11&13&14&31 なぜ生徒に伝わらないのか（教師
と子どもの間にずれが生じる理由）・・・生徒の関心
を引かないから。生徒を中心に話をすれば良い。 
15&16 単なる【記憶】に終わらないためには・・・
子どもが興味の持てる内容をまじえる。身体で覚える
ように工夫する。 
18 「内面から発して有機体に同化する」とは・・・
（数あまりで、どのグループも選択せず） 
19&20 「与えるのは信念と慈愛だけ」とは・・・（数
あまりで、どのグループも選択せず） 
21&22 学習は経済活動のためか・・・経済活動のた
めでもあるが、それだけのものではない。 
23 子どもが学んだとき、理解しているかをどうやっ
て知るか・・・テスト、ノートチェックなど。 
24 教育者としての教師と親の違いは・・・教師は勉
強を教える。親は生活面について教える。 
25 ｢影響を与える人物｣＝｢良い先生｣なのか・・・必
ずしもそうではない。良い影響を与える先生も居るが、
逆になる可能性もある。 
（26〜28は一般的で回答の幅が予想されるので省略し
た） 
29 生徒の叱り方は・・・生徒に合った叱り方。暴力
はNG。 
30 ON OFFの接し方とは・・・ONの接し方は、授
業中の時など、生徒が集中して欲しいとき。OFFの接
し方は、放課後や休み時間など、生徒が気楽なとき。 
（32も上の理由で省略した） 
 回答の吟味の際に、数あまりでどのグループも選択
しなかった18と19&20を取り上げて、筆者が説明をし
た。 
  受講生の関心は同様の質問が多く出た
6&7&9&10&13&27&28「子どもが興味を持ってくれ
ないときどうするか」と8&11&13&14&31「なぜ生徒
に伝わらないのか（教師と子どもの間にずれが生じる
理由）」に集中したので、吟味はこの2つについて詳し
く行った。 
 たとえば、「子どもが興味を持ってくれないときど
うするか」については、｢しばらく放っておいて、様子
を見る｣という対応もあり得るんじゃないか、と違う対
応の仕方を提起してみた。これは受講生には意外だっ
たようだ。 
 ｢教職入門｣でのやり方、課題としてテキストの読み
込みと質問の提出を事前にしてもらう、質問をプリン
トにしておいて配布する、質問をまとめておいて、授
業ではそのうちいくつかを選んでグループとして回答
するよう話し合いを求め、まとめた回答を書き出して、
質問と一緒に前に貼り出す。その回答を全体で吟味す
る。 
 筆者は、こうしたやり方も反転授業の一種だと考え
るが、読者はどう考えるだろうか。 
